
オーストリア出身の新進ジャズ・シンガー、シモーネのセ

カンド・アルバム『ロマンス』の登場だ。2004年２月に出た

デビュー作『ムーンライト・セレナーデ』は、ピアノ・トリ

オと共演したスタンダード・ソング集だった。ピアノ・トリ

オのメンバーは、フィラデルフィア出身の中堅ピアニストの

ジョン・ディ・マルティーノ、オーストリア出身ニューヨー

クで活躍中のベース奏者ハンス・グラヴィシュニック、シモ

ーネの弟でドラム奏者のフィリップ・カップマイヤー。セカ

ンド・アルバムではピアノのマルティーノのみ同じで、ベー

スにジョージ・ムラーツ、ドラムにティム・ホーナー、そし

てゲストにテナー・サックスのエリック・アレキサンダーを

迎えた。ムラーツはジャズ・ファンなら知らない人はいない

ベテランの名人。チェコ共和国ピセフ出身なので、シモーネ

と故郷が近い。親近感を持って共演が行われたものと思われ

る。ティム・ホーナーはバージニア州ロアノーク出身。両親

共にミュージシャンで、1980年にニューヨークに進出してい

る。エリック・アレキサンダーはストレートアヘッド・ジャ

ズの人気テナー・サックス奏者。ヴィーナスレコード制作の

リーダー・アルバムも好評を博している。シモーネの第２弾

はムラーツやアレキサンダーなどの参加により、前作以上に

ジャズ・ボーカル作品としての魅力が増している。

選曲は前作同様にジャズのレパートリーとして知られてい

るスタンダード・ソングが中心だ。コンテンポラリーな楽曲

「ホワットエバー・ハプンズ」、ミシェル・ルグランやアント

ニオ・カルロス・ジョビン作曲の渋めだが素晴らしい名曲を取りあげ

るなど、シモーネの楽曲に対するセンスや個性の表われた選曲集にな

っている。シモーネのレパートリーをみれば、前向きでポジティブな

思い、誠実さとやさしさ、女性らしい可愛らしさなどが歌われたナン

バーが多い。それはそのまま彼女のボーカルにも当てはまる。正統派

のジャズ・ボーカルをベースにしながらも、スタイルに拘束されず、

培ってきた自分の音楽の好みやセンスに合うボーカル表現を心がけて

いるようだ。隣国スイスのシンガー＆ピアニスト、エルジー・ビアン

キにどこか通じるようなヨーロッパの香りと陽光の明るさが、シモー

ネのボーカルからも感じることができる。とはいえ、北欧やオランダ

などと違い、知られているジャズ・シンガーの少ない国なので類推は

しにくいが、楽聖の国オーストリアの音楽一家生まれという出自と環

境が彼女の音楽に与えた影響は少なくないだろう。

シモーネのフルネームは、シモーネ・カップマイヤー（Simone

Kopmajer）。1981年９月23日、シュタイヤマルク州シュラードミング

生まれ。音楽の盛んな州都グラーツや古都ザルツブルグから近く、ス

キーで有名な交易路の要所の町だ。両親ともに音楽教師で、父親は音

楽学校の校長であり、その一方でビッグ・バンドを率いて活動してい

る。シモーネは８歳からピアノを始め、12歳から父のビッグ・バンド

で歌っている。グラーツの音楽大学のジャズ科で学んだ。大学ではシ

ーラ・ジョーダンやマーク・マーフィーなどの教えを受ける機会もあ

った。グラーツでは海外の有名ジャズ・ミュージシャンのライブも多

いようだ。そして、1999年頃からアメリカでも活動するようになり、

実力を磨いたシモーネはヴィーナスレコードの目に止まったというわ

けだ。現在、シモーネはオーストリアとアメリカの両方で音楽活動を

行なっている。今後はさらに世界的な知名度を高めることになりそう

だ。それでは、セカンド・アルバムの収録曲を紹介していくことにし

よう。

1. ハウ・ドゥ・ユー・キープ・ザ・ミュージック・プレイング

ミシェル・ルグランの作曲、アラン＆マリリン・バーグマン夫妻の

作詞。映画『結婚しない族』(Best Friends)の主題歌。人間関係のよき

継続を音楽にたとえた含蓄のある歌だ。シモーネのささよくようなボ

ーカルがいい。

2. ブロッサム・フェル

ナット・キング・コールが大ヒットさせたバラード。ハワード・バ

ーンズ、ハロルド・コーネリウス、ドミニク・ジョンの共作。花が散

ってしまったという意味の曲名の失恋歌。ここではラテン・タッチの

アレンジで歌われており、間奏でみせるジョージ・ムラーツのベース

の歌心も印象的だ。

3. ウィ・キス・イン・ア・シャドウ

ミュージカル『王様と私』から生まれたナンバー。リチャード・ロ

ジャースの作曲、オスカー・ハマースタイン２世の作詞。原曲はオペ

ラ風だが、スインギーなナンバーに編曲されている。エリッ

ク・アレキサンダーのサックスがフィーチャーされる。

4. コーリング・ユー

映画『バグダッド・カフェ』の主題歌で、ジュベッタ・ス

ティールが歌った。ホリー・コールのカバー・バージョンも

ヒットした。作曲家／ピアニストのボブ・テルソンの作曲。

この曲がジャジーなアレンジと歌で聴けるのはうれしい。

5. ホワットエバー・ハプンズ

ラリー・カールトン、ビル・ウィザースの共作によるアダ

ルト・コンテンポラリー系のバラード。カールトンのギター、

ウィザースやバネッサ・ウイリアムスのボーカル録音があ

る。心安らぐ幸福の歌だ。シモーネはゆったりとスイングす

る歌を聴かせる。

6. エグザクトリー・ライク・ユー

「捧ぐるは愛のみ」を生んだ作曲ジミー・マクヒュー、作詞

ドロシー・フィールズのコンビによるこれも人気スタンダー

ド・ソング。この曲のシモーネの歌もさりげない色気を感じ

させる。

7.サムワン・トゥ・ライト・アップ・マイ・ライフ

アントニオ・カルロス・ジョビンの作曲、ヴィニシウス・

ヂ・モライスの作詞。元の曲名は「Se todos fossem iguais a

voce」。英語版がリリースされたときこの曲名と歌詞が付い

た。

8. ア・タイム・フォー・ラブ

ジョニー・マンデルが映画『アメリカン・ドリーム』のために作曲

したバラード。作詞はポール・フランシス・ウエブスター。このよう

な優雅な品のあるボーカルがシモーネのよさだろう。

9. ホエア・オア・ホエン

「マイ・ファニー・バレンタイン」が生まれたミュージカル『ベイ

ブス・イン・アームズ』中のナンバー。この曲もスタンダード・ソン

グになった。リチャード・ロジャースの作曲、ロレンツ・ハートの作

詞。エリック・アレキサンダーのテナー・サックスとジョン・ディ・

マルティーノのピアノがフィーチャーされたジャズ色濃厚のバージョ

ンだ。

10.  ジャスト・スクィーズ・ミー

デューク・エリントンの作曲、後からリー・ゲインズの歌詞が付け

られたときにこの曲名になった。Squeezeには「きつく抱く」「搾り出

す」などの意味がある。シモーネの歌はさりげない色気を感じさせる。

11. ホワットエバー・ハプンズ（Reprise）

冒頭曲とは異なるバージョンでラストが締めくくられる。冒頭では

ピアノ・トリオとの共演だったが、こんどはピアノとのデュオ。エン

ディングに似合うバージョンだ。

（高井信成）

Romance
ロマンス

Simone with Romantic Jazz Trio
シモーネ＆ロマンティック・ジャズ・トリオ

1.ハウ・ドゥ・ユー・キープ・ザ・ミュージック・プレイング
How Do You Keep The Music Playing《 A & M. Bergman - M. Legrand 》( 3 : 36 )

2.ア・ブロッサム・フェル
A Blossom Fell《 H. Barnes, H. Cornelius, D. John 》(  3 : 57 )

3.ウィ・キス・イン・ア・シャドー
We Kiss In A Shadow《O. Hammerstein - R. Rodgers 》( 4 : 06 )*

4.コーリング・ユー
Calling You《 B. Teison 》(  5 : 26 )*

5.ホワットエバー・ハプンズ
Whatever Happens《 B. Withers 》(  5 : 24 )

6. エグザクトリー・ライク・ユー
Exactly Like You《D. Fields - J. McHugh 》( 5 : 43 )

7.サムワン・トゥ・ライト・アップ・マイ・ライフ
Someone To Light Up My Life《 G. Lees - A. C. Jobim  》( 5 : 23 )

8.ア・タイム・フォー・ラブ
A Time For Love《 P. F. Webster - J. Mandel 》( 5 : 35 )

9.ホエア・オア・ホエン
Where Or When《 L. Hart - R. Rodgers 》( 5 : 16 )*

10.ジャスト・スクイーズ・ミー
Just Squeeze Me ( But Don't Tease Me )《 L. Gaines - D. Ellington 》( 4 : 49 )

11.ホワットエバー・ハプンズ～リプライズ
Whatever Happens ~ reprise《 B. Withers 》( 2 : 57 )

シモーネ Simone《 vocal》

ジョン・ディ・マルティーノ John Di Martino《 piano and all arrangements 》

ジョージ・ムラツ George Mraz《 bass 》

ティム・ホーナー Tim Horner《 drums》

エリック・アレキサンダー Eric Alexander《 tenor sax 》*

録音：2004年4月13、14 日 アヴァター・スタジオ、ニューヨーク

P〇 C〇 2004 Venus Records, Inc. Manufactured by Venus Records, Inc., Tokyo, Japan. 

＊＊

Prroodduucceedd  bbyy  TTeettssuuoo  HHaarraa  aanndd  TToodddd  BBaarrkkaann..
RReeccoorrddeedd  bbyy  DDaavviidd  DDaarrlliinnggttoonn  aatt   AAvvaattaarr  SSttuuddiioo  

iinn  NNeeww  YYoorrkk  oonn  AApprriill   1133  &&  1144  ,,   22000044..   
MMiixxeedd  aanndd  MMaasstteerreedd  bbyy  VVeennuuss  2244bbiitt   HHyyppeerr  MMaaggnnuumm  SSoouunndd  ::   

SShhuujjii   KKiittaammuurraa  aanndd  TTeettssuuoo  HHaarraa..   
AArrttiisstt   pphhoottooss  bbyy  JJoohhnn  AAbbbbootttt ..   DDeessiiggnneedd  bbyy  TTaazz..


